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雑

簸

相
關
係
数
の
意
義

相

關

係

数

の
意

義益

田

熊

雄

相
關
係
数
は
統
計
學
上
甚
だ
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
居
る

に
拘
ら
す
、従
来
吾
國
に
於
て
は
始
り
研
究
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

叢

ろ
驚

せ
ら
れ
て
鷺

か
の
轡

煙

れ
る
・
無
卦

個

の
憂
数
を
取
扱

ふ
場
合
に
、
そ
の
間
の
關
係
を
究
明
せ
ん
と
す

る
に
は
是
非
此
の
相
關
係
数
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か

ら
、相
關
係
数
を
普

遍
化
す
る
目
的
を
以
て

ヨ
。
三
①。己
国
N算
卿9

氏
の
論
文
を
紹
介
し
て
見
や
う
。

わ

氏
の
論
文
は
私
と
同
じ
目
的
よ
り
し
て
、
相
關
係
数
の
意
義

を
平
易
に
設
明
せ
ん
と
す
る
所
に
軍
鮎
が
あ
る
か
ら
、
從

っ
て

そ
の
用
ふ
る
材
料
は
普
通
相
關
係
数
を
取
扱

ふ
場
合
に
於
け
る

よ
り
は
遙
か
に
簡
軍
な
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち

一
九
二
二
一

二

八
年
の
聯
邦
の
調
査
に
基
く
屠
殺
豚
の
縮
重
量

と
豚
肉
の
市
償

と
の
相
開

方
係
を
例
と
し
て
、
相
關
係
数
の
意
義
を
説
明
し
て●

儀
叩三
十
巻

七
〇

一
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録

居

る

の
で
あ

る
。

二

相
開
係
数
の
意
義

相
關
的
分
析
の
基
本
と
な
る
敏
は
、回
路
係
数
・測
定
の
標
準

誤
差
及
相
關
係
数
の
三
者
で
あ
る
。
此
の
三
者
を
第

一
表
よ
り

計
算
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ

る
。
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係
数

回
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で
あ

る
か

ら

豚

の
供

給

が

一
ボ

ン
ド
堆
加

す
れ
ば

豚
肉
の

慣
格

は

二
●
〇
九

弗

下
落

す

る
事

を
示
し

τ
居

る
の
で
あ

る
。
之

に
よ

っ
て

回
蹄

直

線

の
方
程

式
を
作

れ
ば
次

の
式

を
得

る
。
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O
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o
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O
.o
画

策

二
表
の
示
す
が
如
く
に
、
「
現
實
償
格
」
と

「
供
給
よ
り
測

定
せ
ら
れ
た
る
償
格
」
と
の
間
に
は
誤
差
が
あ
る
が
、
此
の
誤

差
の
標
準
偏
差

が
鄙
ち
測
定
の
標
準
誤
差
で
あ
っ
て
、
之
が
先

の

に
述

べ
た
如
く
○
・
二
二
弗
で
あ
る
。

即
ち
此
の
事

は
豚
肉

の
償
格
に
影
響
す
る
事
情
に
し
て

一
九

二
二
年
よ
り

二
八
年
ま
で
壁
化
な
き
限
り
、
年

々
の
豚
肉
の
償

格
は
屠
殺
豚
の
重
量
よ
り

○
・
二
二
弗
の
標
準
誤
差
を
持
つ
方

程
式
に
よ
っ
て
測
定
せ
ら
る
る
事
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

上
に
述
べ
た
る
供
給
よ
り
測
定
せ
る
償
格

(V
)
の
標
準
偏
差

(q
＼
一

一.3
)
を
現
實
償
格
の
標
準
偏
差
(ρ
11
一.刈。
)
に
て
除
す

一雑

録

相
關
係
数
の
音
盤義

れ
ば
相
關
係
数
(
一
ρ
O
O)
を
得
る
。
故
に
相
關
係
藪
は
測
定
せ

る
償
格
の
偏
差
と
現
實
償
格
の
偏
差
と
の
比

を

示

す

事
と
な

る
。

一

次
に
氏
の
力
説
せ
ん
と
す
る
所

は
、
相
關
の
標
準
と
し
て
相

關
係
数

(
r
)
を
用
.両
る
よ
り
も
、
相
關
係
数

の
李
方

(。r
)
を
用

ひ
た
方
が
係
数
の
意
味
を
示
す
に
は
適
し
て
居
る
と
云
ふ
事
で

あ
る
。

先
づ
之
を
代
数
的
に
説
明
し
て
見
や
う
。
今

N
-一
ぐ
一
く
、

と
置
き
之
等
三
つ
の
敏
列
の
標
準
偏
差
を
求
む
れ
ば
、
次
の
關

係
が
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
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係
数
の
平
方
で
あ

り
、
。匹
.ら

は
測
定
の
標
準
誤
差
を

r

の
標
準
偏
差
で
除
し
τ
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雑

錐

相
聞
係
数
の
意
義

平
方
し
た
る
も
の
で
あ

る
。
爾
項
の
和
が
一
で
あ
る
事
は
此
の

む

む

爾
項
に
よ
っ
て
攣
化
の
全
部

が
説
明
せ
ら
れ
る
事
を
意
味
し
て

居
る
。
此
の
爾
項
は
共
に
平
方
で
あ
る
か
ら
正
で
あ
り
、
從

っ

て
各
項
は
一
よ
り
小
な
る
事
を
示
し
て
居
る
の
で
あ

る
か
ら
、

そ
の
準
方
根
は
平
方
値
よ
り
は
大
で
あ
る
事
は
明
か
で
あ
る
。

故
に
普
通
な
さ
・る
る
が
如
く
に
相
關
係
数

(.雪
・④

の
李
方

根
即
ち
r
)
を
以
て
相
聞
の
標
準
と
な
す
な
ら
ば
、
爾
項
の
和

が
一
よ
り
大
と
な
る
か
ら
し
て
、
相
關
を
廻
天

に

見

積

る
.

(o
<①〒
①陰
日
讐
o
)
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
故
に
標
準
と
し
て
相

關
係
数
(
γ
)
を
用
ふ
る
よ
り
.も
、
相
關
係
数
の
卒
方
(。一
.
)
を

用
ひ
た
方
が
係
数
の
意
味
に
よ
り
ょ
く
適
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
之
を
算
術
的
に
説
明
し
て
見
や
テ
。
今
A
、
B

二
つ
の

数
列
は
互
に
零
の
相
關
を
持
ち

、
C
は
A
、
B
の
和
を
示
す
数

列
な
り
と
す
る
。
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此
の
表
に
於
て
曲
の
和
が
0
で
あ
る
事
は
肇
、
B
の
聞
に
相

闌
な
き
事
を
示
し
て
居
る
。
他
の
相
關
係
敏
を
求
め
る
と
次
の

値
を
得
る
。
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故

に
ド

を
相
關

の
標
準

と
し
て
採

用
す
る
な

ら
ば

C

の

二
〇

%

の
攣
化

は

A
に
よ

っ
て
説

明

せ
ら

れ

、
C

の

八
○

%

の
鍵

化

は
B

に
よ

っ
て
説
明

せ
ら

れ

る
。
合

計

一
〇
〇
%

で
あ

る
か
ら

、

　

む

從

っ
て
C
の
憂
化
の
全
部
は
両
者
に
よ
っ
て
説
明
し
得
ら
る
る

事
と
な
る
。
若
し

T
を
探

っ
て
見
る
な
ら
ば
合
計
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一
層ω
軽

と
な
り
過
大
と
な

る
。

く
酬

「
を
採

れ
ば
同
様
に
一
●鍵

と
な

り

、
一
1

宝
一
一
、

を
探

れ
ば
O
ひ
ひ
と
な
り

て
、

過

大
或

は
過
小

む

む

と
な
り
、
從

っ
て
之
等
は
C
の
鍵
化
の
全
部
を
説
明
し
得
な
い

か
ら
、
相
關
の
標
準
と
し
て
は
不
適
當
で
あ
る
以
上
に
よ
っ
て

明
か
な
る
如
く
、
相
關
の
標
準
と
し
τ
は
相
關
係
数
の
歪

力
を

用

ふ
る
方

が
よ
り

適
切
で

あ

る
の
で
あ

る
。
(
五
、
三

、

…
三
)

雑

録

酒
税
の
立
替

第
三
十
巻

七
〇
五

第
四
號

一
四
三


